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酸化鉄系資材を用いた処分場浸出水等の処理方法
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Reaching Water Treatment Method Using Iron Composite
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Kaoru Sakurai1), Takamasa Hirai1), Seiji Oosawa1) and Hitoshi Imamura1)

産業廃棄物処分場浸出水を対象とした水処理材として酸化チタン製造工程の副生含鉄硫酸から合成した

酸化鉄系素材の利用を検討している．基礎的な検討として酸化鉄系素材の表面積や化学的組成などの基本

的な性状あるいは水中の重金属除去性能，凝集効果などの特性の評価，及び産業廃棄物処分場から排出さ

れた浸出水の浄化処理性能について検討を行なった．酸化鉄系素材には，これら排水中の重金属除去ある

いは SS等の凝集沈降において塩化鉄と同等の効果が認められた．
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はじめに

塩化鉄を始めとする鉄系資材が下水処理場や処分場浸

出水など各種排水の凝集剤 1)として用いられているが，一

般に強酸性であり取り扱いに注意を要するうえ，漏洩時に

は周辺への汚染が懸念される．更に場合によっては処理後

に pH調整操作を行う事も必要となるので使用面での煩雑
さを伴なう．そこで取り扱い容易で且つ安全な材料として，

酸化チタン製造工程の副生含鉄硫酸から合成した酸化鉄

系素材（資材Ａ）に注目し，その利用を検討している．本

報では酸化鉄系素材の基本的な性状・特性の評価，及び産

業廃棄物処分場から排出される高度に汚染された浸出水

の浄化処理性能について検討を行なった結果を報告する．

資材Ａの性状および重金属吸着特性

検討用酸化鉄系資材として資材Ａを用いた．資材Ａは酸

化チタン製造時の副生含鉄硫酸から合成した水和酸化鉄

（Fe2O3･nH2O）を主体にし，これに硫酸カルシウムを含 図１ 資材Ａの粒子表面写真 （５万倍）

む素材（スラリー状）である．主な特徴を表１，化学的組

成を表２に示す． 尚，SSA 値及び組成値は一旦，乾燥し

た後，粉砕した試料を用いて測定している．

資材Ａは茶褐色の中性スラリーで，含まれる酸化鉄は

SSA（比表面積）値に示したように 1ｇあたり 200 m2の面

積を有する微細粒子であった．

組成は，蛍光Ｘ線分析装置を用いて分析を行ったところ，

主に酸化鉄と硫酸カルシウムから構成されものであった．

またレーザー散乱式粒度分析計を用いて粒度分析を行な

ったところ，平均二次粒径は 8.0μｍであった．

電子顕微鏡を用いた酸化鉄粒子の観察では，粒子表面が

0.1μｍ前後の微細な構造を形成していることが判明した．

（図１） またＸ線回折の結果，酸化鉄はアモルファス様

であった．資材Ａに含まれる酸化鉄は，高比表面積且つア
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